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11月7日(木)歴史研究会のメンバー14人で九州
歴史資料館と佐賀県の吉野ヶ里歴史公園の見学研
修に行って来ました。1度は行ってみたかった吉
野ヶ里に行ってそのスケールの大きさにびっくり
しました。国内最大の弥生時代の環濠(かんごう)集
落です。
弥生時代に稲作の伝来と共にクニ作りが盛んに

行われるようになり、それを守る為に作られた環
濠集落で私が思っていた物とは全く違った壮大な
物でした。本当に行って良かったと思いました。
たくさんの埋葬された瓶棺(かめかん)が展示され

ていましたが、宗像には木棺、割竹型木棺等が多
く、古賀、遠賀では無いそうです。宗像の民は、
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12月4日(水)、河東西小体育館にて、
かとコミ農園で収穫したさつまいもの販
売収益金贈呈式が行われました。むなか
た子ども大学で実施できたさつまいも販
売体験での売り上げ12,000円を河東コ
ミュニティに寄付させていただきました。
贈呈式には、西田副会長が出席してくだ
さいました。
5年生の代表児童が「かとコミ農園で

収穫したさつまいもを販売した収益金で
す。次年度のかとコミ農園のために役立
ててください。」と挨拶をして、西田副
会長に収益金を手渡しました。
さつまいもの苗植え、収穫、販売まで

全ての活動にご尽力いただいた、かとコ
ミ農園実行委員会の皆様に心から感謝申
し上げます。

あけましておめでとうございます。
皆様には輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年はコミュニティ運営協議会の各種事業にご参加、ご協力を
賜りましてありがとうございました。おかげさまで多くの事業
を無事に実施することができました。
ただ、ソフトボール大会、かとコミあそぼうDay等、参加チー

ム(参加者)の減少という課題も残りました。今年は実施種目の
見直し、開催日の周知等について検討を行い、知恵を出し合っ
て事業がより盛り上がるように努めたいと考えています。
2月1、2日にはコミセン利用者や自治会で活動されている方々

の作品発表の場である「かとコミ文化祭」が開催されます。多
くの皆様にご来場いただければと思います。
今年もかとう学園、並びに宗像市と協働しながら各種事業の

成功に向けて邁進してまいります。皆様の変わらぬご協力とご
支援をお願い申し上げまして新年のご挨拶とさせていただきま
す。

令和7年元旦

今回の運営委員会では、運営協議
会の上半期事業実績の報告と説明が
ありました。
報告内容は、①事業活動進捗状況

②収益事業及び非収益事業の予算執
行状況 ③コミュニティ・センター
施設利用実績報告の3項目でした。
センター利用報告では、利用者も

コロナ前の実績に戻ってきており、
今後の利用頻度の向上が、さらに期
待できるのではないかと感じました。
また、各部会からの上半期を終え

ての実績報告後に簡単な総括があり、
各運営委員の皆様方も、熱心に耳を
傾けられ質疑応答にも丁寧に答えら
れ充実した委員会となりました。

お手玉大会 12月1日(日)

歴史研究会視察研修

河東西小５年生
「かとコミ農園さつまいも販売収益金贈呈式」

新年のご挨拶

運営協議会会長

江口 弘志

(河東地区歴史研究会会長 花田敏彦)

運営委員会

(副会長 西田光生)収益金を受け取る西田副会長（かとう学園コーディネーター 高田英也）

海を越えて大陸と交易していた証しでしょう。死
後も海に浮かぶ木材で大陸に往来出来る様にとの
思いからだと思われます。

11月17日(日)

元気いっぱい ジャガイモほり

12月4日(水)、かとう保育
園児24人・かとう西保育園
児23人が9月に植え付けをし
たジャガイモの収穫をしま
した。
(収穫量 33㎏)

お手玉大会を開催しました。
参加者は大人18人、子ども5人。
みなさん楽しそうに競技されていました。

種目別優勝者
子ども 両手2個 中山 礼菜さん
大 人 両手2個 小野 恵美子さん

片手2個 友利 まゆみさん
両手3個 小林 翼さん
ジャグリング 山下 なつえさん

(公民館活動部会)団体戦 優勝チーム

（かとう保育園）

（かとう西保育園）


